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研究開発の成果 

平成26年度採択 太陽電池材料の製造における高硬度化・ち密化を 
          実現したボロンカーバイド(B4C)溶射皮膜の研究開発 

 株式会社シンコーメタリコン（滋賀県) 主たる技術：研磨、裁断、切削及び表面処理 

・太陽電池及び二次電池の製造に関する電池粉末材料の粉砕・撹拌工程では、短時間に大量の粉末材料を 
 均一に微細化することが求められ、市場から粉砕・撹拌装置の内面に更なる耐摩耗性の向上が求められている。 
 本件は、新たな溶射材料としてB4C溶射材料及び溶射法を開発し、それらを組み合わせることにより、革新的な 
 高硬度化・ち密化を実現した溶射皮膜の研究開発を行ないました。 

■粉砕撹拌装置内面の耐摩耗性の向上 
・ボロンカーバイド溶射皮膜の開発 
 優れた耐摩耗性を有した溶射皮膜の実現 
  ・断面気孔率の抑制 
  ・断面硬度の向上 
  ・粒子間結合力の向上 
   
 上記により、粉砕・撹拌装置の使用寿命 1500時間以上を実現 
  (従来までのプラズマ溶射法によるアルミナ溶射皮膜…約320時間) 
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